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られた （図 2–4）．なお，当該キノコについては，同
心円状の環紋および放射状のシワがある点，成長中
の菌糸が白い点，縁部がやや分厚い点，裏面の管孔
は細かいが肉眼的である点から，クジラタケである
可能性が高いと判断した．

末筆ながら，本種の文献記録をご教示くださり，
また同定いただいた生川展行氏，クジラタケについ
てご教示くださった大阪市立自然史博物館の佐久間
大輔氏，標本写真を撮影くださった轡田康彦氏，情
報を下さった安藤真人氏に厚く御礼申し上げる．
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【短報】沖縄県渡名喜島におけるヒメヤマトケシマ
グソコガネの記録

沖縄県渡名喜島は沖
縄本島の北西約 60 km
の海上に位置する小さ
な有人島 （面積：3.58 
km2） で あ る． 同 島 に
おけるコガネムシ類の
調査研究はこれまでに
数回行われており，14
種の生息が確認されて
いる （藤岡，2001；岡
島・ 荒 谷，2012； 井
上，2013； 金 子・ 吉
武，2019；Kaneko & 
Shigetoh, 2019）． 今 回，
2018 年夏の採集調査

によって得られた標本群の中から，渡名喜島初記録
と思われるヒメヤマトケシマグソコガネ Platytomus 
yadai （Ochi, Kawahara & Inagaki, 2006）（図 1） を確認
したためここに報告する．

ヒメヤマトケシマグソコガネは Ochi et al. （2006）
の記載時に多くの個体が確認されたものの，以降の
採集例が小林 （2016） の一例のみしか記録されてい
ない稀な種である．恩納村 （沖縄県沖縄島） の海岸
にて忽然と発生が確認されたことから，米軍基地
などによる物資の搬入に伴い移入した可能性が示唆
される一方で，発生期間が数日と極めて短いために，
もとより生息はしていたが発見には至らなかった可
能性も示唆されている （越智，2012）．大量の個体
が群翔し，灯火に飛来することが越智 （2012） にて
言及されており，強い走行性を有することが明らか
となっている．

図 2．クジラタケ （推定） に集まったアカチビオオキノコ．

図 3．本種が集まっていたクジラタケ （推定．右下および左
上に本種がいる）．

図 4．採集地の環境．

図 1．採集されたヒメヤマト
ケシマグソコガネ．
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1 ex., てぃだ広場付近，18. VII. 2018，金子採集・
保管 （篩採集）．

国内からは沖縄島 （恩納村，国頭村奥間），海外
においてはカタールにて生息が確認されている （越
智，2012；Bezdeck et al., 2016；小林，2016）．渡名
喜島からの記録は今回が初となる．本個体は海岸沿
いの砂地に自生するグンバイヒルガオの根際の砂を
篩うことにより採集された （図 2）．この時，多数
のサキシマケシマグソコガネ Psammodius kobayashii 
Nomura, 1973 （46 exs.） と タ イ ケ シ マ グ ソ コ ガ ネ
Rakovicius coreanus （Kim, 1980）（10 exs.） も 同 時 に
採集されている．渡名喜島における分布は船の往来
による沖縄島からの移入が示唆されたが，既知の生
息地と港の間に大きな隔たりがあることに加え，港
周辺には生息に好適な環境が存在しないことからも，
それは考えづらい．本種の分布様式には未だ不明な
点が残されているため，更なる記録の蓄積が望まれ
る．

文末ながら，採集調査に同行すると共に，採集風
景の写真を提供していただいた大島千幸氏に感謝の
意を述べる．また，本種の同定にご助力いただいた
益本仁雄氏，木内信氏に心より御礼申し上げる．
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【短報】大津波後に再確認された宮城県名取川河口
からのギョウトクコミズギワゴミムシの記録

ギ ョ ウ ト ク コ ミ ズ ギ ワ ゴ ミ ム シ Paratachys 
gyotokuensis gyotokuensis （Tanaka, 1956） は，千葉県
行徳の江戸川河口域から記載されたオサムシ科の微
小甲虫である．河口部や湾内干潟の汽水域にみら
れる塩性湿地に生息する種で，国内では本州 （北限
は宮城県名取川），四国 （田中・山崎，1972；森田，
1985），九州 （西田，1998） から見つかっている．国
外からは，別亜種が北朝鮮の大同江の河口部から知
られる （Pawłowski, 1974）．

全国的にも生息確認地が少なく，護岸工事，海岸
開発等により生息環境が圧迫されているとみなされ
ていることから，環境省の最新レッドデータブッ
クには絶滅危惧 II 類としての掲載があり （亀澤・丸

図 2．採集地の環境（大島千幸撮影）．

図 1．ギョウトクコミズギワゴミムシ （宮城県名取川産，
 スケールは 1 mm）．


